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34  拘束緩和式U 型高温割 れ試験 に よる 液化割れ感受性の 評価
一 Hnconel718鋳造合金 の レ

ー
ザ溶接に 関す る研 究 （第4報）
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他の 溶接法と比較する た め
， 電子 ビーム お よび TIG

溶接部の 割れ に つ い て も検 討を行 っ た．
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1．鱈 言

　 前報 1）で 示 した ように ，Incone1718ee造合金の レ ーザ溶接で は
，
　 HAZ にお ける液化割れ

の 発生 が 問題 となる ．レ ー
ザ溶接部の 液化割れ 感受性を簡便に評価で きる試験方法 とし

て 拘束緩和式 U 型高温割 れ試験が 開発 されて い る 2）．本 報で は ，拘束緩和式U 型高温 割れ

試験をincone1718鋳造合金の レ
ーザ溶接部 に適用 した場合の 有効性 に つ い て 検討を行 うと

同時に
，

レ
ー

ザ溶接部の 液化割れ感受件 に及ぼ す結晶粒径お よび均質化熱処理 の 影響を

調査 した．なお ， レ ーザ溶接部 の 割れの 発生挙動 を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Leset

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Clv：klng

　供試材料は
， 前回 りと同様に結晶粒径 を変化させ

た鋳放 し材（A 〜C）お よ び均 質化熱処理材 （AH 〜CH ）

を使用 した．Fig．1は拘束緩和式u 型高温割れ試験 に

用 い た治具で ある ．本治具にお い て ，弾性 的 に負荷

で きる最大初期荷重は 約 22kN ，拘束梁の 最大たわみ

量 は 約6mm で ある．試験片の 寸法は
，

10wx100 【× 51

で あ り， 長手方向に平行に溶接 を行 い 溶接線に平行

に ひ ずみ を負荷 した ．
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3 ． 1　 HAZ 宝iれの　 程

　各溶接部 に おい て
， 拘束緩和式 U 型高温割れ試験

を行 っ た結果 ， 溶接割れ は溶接金属お よ び HAZ に そ

れぞれ発生 した ．実際の レ
ー

ザ 溶接部で 問題 とな る

の は主 として HAZ の 割れで ある．そ こ で ，　 HAZ の 割

れ に つ い て 組織観察お よび定量的評価を行 っ た．

Fig．2 は レ ー
ザ溶接部に発生 した 定型的なHAZ の 割れ

で ある ．割れは長 さが 約 600 μ m で あ り，溶融境界線

近傍 に対 して 9t：直方向の 母材の 結晶粒界に 沿 っ て伝

播 して い る ．割れ破面解析 に よ り， HAZ の 割れ は 液

化割れ で あ る こ とが わ か っ た ， HAZ の 割れ は Fig．3に

示す よ うに
， 溶融境界線近傍の 低融点生 成物の 溶融

に よ り液化 した粒 界 に対 し， 熱収縮 ひずみ に加 え外

部ひずみ が負荷 され るこ と に よ り， 発生 した もの と

推察 される ．
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理の 影 「1

　TIG 溶接部に お い て ，1夜化割れ感受性 に 及ぼす付加 ひずみ の 影響 をFig．4 に示す．付加

ひずみ は拘束緩和式 U 型 高温割 れ試験 の 治 具の 拘束梁の た わみ 量に よ り変化 させ た。付

加ひずみ の 増加 とと もに割れ発生個数は増加 して お り，液化 割れ 感受性が 高 くなる ．こ
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の こ とか ら，HAZ の 液化割れ は拘束梁の た わみ量に よ り制御する こ とが で きるこ とが わ

か る ．次 に ，
た わみ量 を一

定 に して液化割れ感受性に 及ぼす結晶粒 径 お よび均質化熱処

理 の 影響 に つ い て 調査 を行 っ た． レ
ー

ザ溶接部に お ける液化割れ感受性に及ぼす結晶粒

径お よ び均質化熱処理 の 影響 を Fig5 お よび Fig．6に示す．結 晶粒径 の 微細化お よび均質化

熱処理 に よ り割れ感受件 が改 善 され る こ とが わ か る ．こ の 様相は前報 りの ビー ドオ ン プ レ

ー ト溶接 と一
致す る もの で ある．その 他 ， 電子 ビーム お よび TIG 溶接部に つ い て も同様

な結果が 得 られ た．以上の 結果か ら，拘束緩和式 U型高温割 れ試験 に よ りレ
ー

ザ 溶接部

の 液化割れ 感受性 を評価で きる もの と考え られ る ．
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Laserwelding： Shielding　gas：Ar，

Power ：4．5kW ，　Welding 　speed ：1．Om／min

lnitial　deflection；3mm

／
；レ

口

0．51 　1．522 ．53

　 　 　 　 Grain　size （mm ）

F’ig，5 ε熊 α σ厘 厂Rir ］・sizc 　on 　thc　1幻uation

　 　 cracking ’；usceptibilir ン

0
　

　

8
　
　
　
6
　

　
　
4
　

　
　
2

て（

E
∈）
望

罵
」

ど
050

⊆

Φ

石
〉一
莖
⊃

∈

δ
0

Laserwelding： Shieldlng　gas：Ar，
Power ：4．5kW ，　Welding　speed ：1．Om ／min

SpecrmenGrainsize
口 AscaSt

圃 Heat 　treated
A2 ．524mm
B1 ．853mm
C1 ．147mm
AH2 ．598mm
BH1 ．854mm
CH1 ．415mm
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